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６月２日、田沼小学校

とその周辺を舞台に ｢

佐野ウォークラリー

大会｣ が、開催されま

した。

　参加者は途中に設定されたいくつものチェック

ポイントで ｢松ぼっくり投げ｣ ｢輪投げ｣などのゲー

ムや、｢観察ゾーン｣ からの問題などをクリアしな

がら、設定された時間を予測してコースを歩きま

した。

　各組力と知恵を合わせて課題に取り組み、最後

は全員で手をつない

でゴール。友人や家

族の絆を深めるとと

もに、佐野の新たな

良さを再発見する一

日になりました。

　６月９日、田沼グリーンスポーツセンターで、

第８回佐野市消防操法大会が行われました。

　大会には、佐野・田沼・葛生の各支団予選を通過

した代表１１チームが出場し、ポンプ自動車の部、

小型動力ポンプの部で、日ごろの訓練の成果を披

露しました。

　「自分のまちは、自分で守る｣ と、仕事のほかに、

地域の消防活動に従事し、大変な訓練を重ねられ

ている消防団員の皆さん、大変ありがとうござい

ます。

　なお、大会結果は、次のとおりです。

第８回佐野市
消防操法大会

佐野ウォークラリー大会 田中正造翁没後１００年記念事業

　今年、没後１００

年を迎える郷土の偉

人・田中正造を再考

する講座やイベント

などが随時開催され

ています。

　５月２５日・６月１日には郷土博物館などで、

｢田中正造に学ぶ講座｣ が開催されたほか、６月６

日には佐野中央ライオンズクラブの例会で ｢田中

正造翁紙芝居｣ が上演されました。

　今後もたくさんの顕

彰事業が行われます。

詳しくは、田中正造翁

没後百年顕彰事業の

ページ (http://www.city.

sano.lg.jp/shozo-ou/index.

html) をご覧ください。

【ポンプ自動車の部】
 優勝：第１７分団第１班
 準優勝：第２１分団第１班

【小型動力ポンプの部】
 優勝：第２０分団第２班
 準優勝：第２１分団第２班

【
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田中正造翁紙芝居

田中正造に学ぶ講座
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小さな畑…「みかもファーム」
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仲
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仲
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れ
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入
れ
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「
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メ
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エ
ッ（
仲
間
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ら
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一
緒
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パ
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て
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よ
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人
を
適
当
な
場
所
ま
た
は
位
置
に
居
さ
せ
る
こ
と
を
共
通

語
で「
据す

え
る
」と
い
い
ま
す
が
、
方
言
の
ス
エ
ル
は
こ
れ
が

意
味
変
化
し
た
も
の
で
す
。
ス
エ
ル
と
同
じ
意
味
の
方
言
に

マ
ゼ
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交
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あ
り
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。

　
「
ち
っ
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ゃ
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仲
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入
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ッ
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っ
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に
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な
さ
い
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わ
け
あ
っ
て
仲
間
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
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と
を
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仲
間
外

れ
」と
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
該が
い
と
う当
す
る
方
言
に
ク
ミ
ヌ
ケ
が

あ
り
ま
す
。
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あ
の
子
は
ヘ
デ
モ
ネ
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つ
ま
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な
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と
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仲
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同
じ
行
動
を
す
る
親
し
い
仲
間
を
、
古
く
は
組（
く
み
）と

い
い
、
そ
の
組（
仲
間
）か
ら
抜
け
さ
せ
ら
れ
る
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か
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ク

ミ
ヌ
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組
抜
け
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が
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れ
ま
し
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。

　

最
近
、
こ
の
方
言
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。                         

（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

　 み か も ク

リ ー ン セ ン

ターの玄関横

に、ネギやナ

スが植えられ

た小さな畑が

あるのをご存

じですか？

　「みかもファーム」と名付けられたこの畑は、

リサイクルプラザを利用している「エコ・クッキ

ング同好会」の皆さんが耕作しています。

　エコ・クッキング同好会の高橋会長さんは「私

たちはエコ料理を実践しながら、燃えるゴミの減

量化などを学んでいます。料理講座で出た野菜く

ずをコンポートに入れて堆肥化し、畑の土に混ぜ

入れます。そして収穫した野菜を料理講座で使っ

ているのです」と話されていました。

　資源が循環するような「循環型社会」への転換

を進めることが必要とされている中、その大いな

る意義をこの小

さな畑から感じ

とることができ

ました。

（市民記者

　秋山久美子）

季節の野菜が育っています

じゃがいもがたくさん取れました

エコがいっぱい・リメイクフェア２０１３
　６月２日、みか

もクリーンセン

ターで、リユース

（再利用）とリメ

イク（再製作）を

テーマとして 開

催されました。

　そのままではゴミとなってしまう牛乳パック

や古着なども、ちょっとしたひと手間加えるこ

とで雑貨やおもちゃに変わります。会場ではリ

メイク品の展示や、実際に

自分でリメイクに挑戦できる

ワークショップも行われまし

た。

　ほかにも毎回好評の再生品展示提供、フリー

マーケット、環境にやさしい ｢エコ・クッキン

グ｣ などが催され、多くの方がエコを学びなが

らイベントを楽しみました。

　｢もったいない｣ の心の

もと、さまざまな ｢モノ｣

を繰り返し使い、ちょっと

した工夫で再生し、ゴミを

減らすことを心がけてみま

せんか。すぐに「ゴミ」と

せず、リメイクとリユース

を実践してみましょう。


